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ファージに由来し，骨芽細胞とT細胞が発現するreceptor activator of nuclear factor-kappa B ligand 
(RANKL)が直接分化に関与する。しかし矯正移動において破骨細胞形成に関わる細胞はまだ同定され
ていない。
本研究ではこれらの問題にアプローチするために，野生型（WT）と遺伝子改変マウス（KO）にγ
線照射を用いて，骨髄細胞を死滅させ，その後WTあるいはKOマウスの骨髄移植を行い，由来の異な
る骨髄細胞と間質細胞から構成されるキメラマウスを作製した。このキメラマウスに矯正力を付加し
て，その時に出現する破骨細胞および破歯細胞に及ぼす影響を解析した。上記の手法を用いてTNF-α
受容体欠損マウス（TNF-αRKO）とWTのキメラマウスを用いて解析を行った。最初に抗CD ４抗体，
抗CD ８抗体を用いてT細胞を除去したところ，歯の移動，破骨細胞および破歯細胞の出現には影響を
及ぼさないことから，この実験系においてT細胞は関与しないことが判明した。次にキメラマウスの
解析を行なったところ，TNF-αRKOの間質細胞とWTの骨髄細胞で歯の移動，破骨細胞・破歯細胞の
出現が有意に減少することが判明した。この結果より，矯正移動においてTNF-αは間質細胞を介して
RANKLの発現を誘導することで破骨細胞・破歯細胞を動員して，歯を移動させている可能性が示され
た。
本研究は矯正学分野において臨床的に有用な情報を得ていることから，本審査申請に相応しい論文
であり，矯正学における学術的意義も大きいと考えられる。本研究の成果は，歯根吸収解明に繋がる
可能性を示唆しており，学術的意義も大きいと考えられる。本研究の成果は新たな矯正治療技術の開
発に寄与するものであり，歯科全般の臨床領域に学術的貢献をし得ることから 博士（歯学）の学位論
文として相応しいと判断する。
